
関
西
の
匠
の
技
を
結
集
し
た
、

環
境
に
優
し
い
エ
コ
性
能

　

L
E
D
（
L
ig
h
t 

E
m
i
t
t
i
n
g

D
i
o
d
e
：
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
）。
直
訳
す

る
と
「
光
を
発
生
す
る
半
導
体
」
で
、
最
近
、

に
わ
か
に
注
目
を
浴
び
て
い
る
照
明
分
野
で

は
、
日
常
に
直
結
す
る
電
気
代
の
大
幅
ダ
ウ

ン
と
、
寿
命
の
大
幅
ア
ッ
プ
が
実
現
可
能
に

な
る
。

 

「
例
え
ば
、
当
社
の
超
低
消
費
電
力
電
球
タ

イ
プ
L
E
D
の
消
費
電
力
は
、
わ
ず
か
3
W
。

最
大
95
％
の
消
費
電
力
を
節
約
で
き
る
の
で
、

10
年
間
使
う
と
約
4
5
0
0
0
円
ほ
ど
節
約

で
き
る
試
算
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
っ
て

　

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
用
イ
ン
ク
カ

ー
ト
リ
ッ
ジ
の
リ
ユ
ー
ス
･
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
で
、
日
本
の
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る
、
地

元
大
阪
の
環
境
貢
献
型
企
業
エ
コ
リ
カ
。

　

2
0
0
9
年
４
月
に
は
、
次
世
代
の
明
か

り
と
し
て
大
手
家
電
メ
ー
カ
ー
が
し
の
ぎ
を

削
る
L
E
D
照
明
事
業
に
参
入
し
た
。
続
い

て
11
月
に
は
、
果
敢
な
挑
戦
の
一
環
と
し
て
、

L
E
D
照
明
を
ほ
ぼ
９
割
ま
で
駆
使
し
た
、

先
進
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
新
社
屋
を
竣
工
。

　

今
、
国
内
外
か
ら
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
エ
コ
リ
カ
代
表
取
締
役
の
宗
廣
宗

三
さ
ん
に
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
し
て
の

L
E
D
照
明
開
発
へ
の
取
り
組
み
や
、
今
後

の
抱
負
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

四天王寺前 
夕陽ヶ丘 

至谷町九丁目 

至天王寺 

地
下
鉄
谷
町
線 

松
屋
町
筋 

阪
神
高
速
環
状
線 

大阪夕陽丘学園 
短大・高 

夕陽丘 
出入口 

N

エコリカ 

白妙菊やハツユキカズラなど、楚々とした草花が寄
せ植えされた屋上庭園。さらに時間が経てば、もっ
と美しい表情を見せてくれるだろう。

新社屋は、大阪市の中心部を南北に走る
上町台地の裾野、古寺名刹とビルが林立
する新旧融合のロケーションに建つ。重厚なテーブルと椅子を配置した役員会議室。ここで、未

来の環境を照らす戦略が生まれる。

「寿命の長い LED の活用は、資源を大切にすることにつな
がります。次世代に素晴らしい地球環境をバトンタッチし
ていくことは、私たちの使命ですね」と宗廣社長。

60ＷクラスハイパワーＬＥＤ電球
「スポット光」タイプと「拡散光」タイプがあり、
それぞれに白色系と電球色系をラインナップ。
（写真は白色系）
＊消費電力7.5Ｗ・口金Ｅ26・設計寿命40,000時間

商品ラインアップ

蛍光灯形ＬＥＤ照明（昼光色系・40Ｗ型）
口金（Ｇ13）で既存の蛍光灯からの置き換えに対応。
取り替えてすぐに使える電源内蔵タイプをラインナップ。
＊消費電力24Ｗ・口金（Ｇ13）・設計寿命50,000時間

６０Ｗクラススポット光タイプ商品参考例
品番号 消費電力 口金 配光角 設計寿命

スポット光タイプ
（白色系） ECL-HPL60WH 7.5Ｗ E26 40度 40,000時間
（電球色系） ECL-HPL60WWH 7.5Ｗ E26 40度 40,000時間
拡散光タイプ
（白色系） ECL-HPL60PWH 7.5Ｗ E26 180度 40,000時間
（電球色系） ECL-HPL60PWWH 7.5Ｗ E26 180度 40,000時間

お問合せ
エコリカ LED 事業部 06・6631・5308 まで

敷き詰められたソーラーパ
ネルは 20 枚。最大 3.8KW
の発電能力があるそうだ。

蛍光灯特有のちらつきがなく、紫外線をほとんど出
していないので虫も寄らない。

エ
コ
ロ
ジ
ー
総
合
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、

環
境
の
世
紀
の
明
日
を
照
ら
す
。

株
式
会
社
エ
コ
リ
カ

C
O
２
排
出
量
も
抑
え
ら
れ
、
温
暖
化
抑
止

面
か
ら
も
大
き
な
効
果
を
期
待
で
き
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
新
た
な
環

境
保
全
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
L
E
D
照

明
事
業
に
参
入
し
た
わ
け
で
す
」と
宗
廣
社
長
。

  

構
造
が
シ
ン
プ
ル
で
、
組
み
立
て
が
簡
単
。

ど
こ
よ
り
も
美
し
く
見
え
る
、
と
定
評
の
高

い
商
品
開
発
に
当
た
っ
て
は
、
多
彩
な
モ
ノ

づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
繋
が
る
関
西
地
場

の
匠
の
技
を
結
集
し
た
と
い
う
。「
L
E
D
照

明
で
最
大
の
ネ
ッ
ク
と
い
わ
れ
る
熱
処
理
回

路
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
独
自
の
工
夫
が

施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
東
大
阪
の

職
人
さ
ん
の
智
恵
が
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
光
が
均
一
で
、
蛍
光
灯
に
近
い
明
か

り
を
約
束
す
る
た
め
、
高
品
質
L
E
D
チ
ッ

プ
を
採
用
。
こ
れ
も
日
本
の
工
業
製
品
を
牽

引
し
て
き
た
匠
の
技
術
に
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
」。

　

L
E
D
照
明
と
い
え
ば
、
大
手
家
電
メ
ー

カ
ー
を
始
め
と
し
て
、
ほ
ぼ
中
国
で
の
生
産

に
シ
フ
ト
し
て
い
る
が
、
エ
コ
リ
カ
で
は
、

メ
イ
ン
商
品
は
日
本
で
の
生
産
に
こ
だ
わ
っ

て
い
る
。「
地
場
の
人
た
ち
の
協
力
あ
っ
て
こ

そ
の
L
E
D
照
明
を
、
品
質
に
対
し
て
厳
し

い
日
本
の
ユ
ー
ザ
ー
に
満
足
し
て
も
ら
う
た

め
に
も
、
メ
イ
ド
･
イ
ン
･
ジ
ャ
パ
ン
は
外

せ
ま
せ
ん
。
価
格
に
関
し
て
は
、
私
た
ち
が

最
大
限
の
企
業
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
す
」。

心
地
よ
い
明
か
り
の
演
出
で
、

人
と
地
球
の
近
未
来
を
創
造

　

電
球
、
蛍
光
灯
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
、
ダ

ウ
ン
ラ
イ
ト
な
ど
様
々
な
タ
イ
プ
の
L
E
D

照
明
を
、
オ
フ
ィ
ス
の
ブ
ー
ス
毎
に
、
適
材

適
所
に
レ
イ
ア
ウ
ト
し
た
新
社
屋
は
、

L
E
D
照
明
を
ラ
イ
ブ
で
体
感
で
き
る
シ
ョ

ー
ル
ー
ム
の
よ
う
だ
。
仕
事
の
内
容
に
合
わ

せ
て
、
白
色
と
電
球
色
を
使
い
分
け
、

L
E
D
照
明
と
の
比
較
が
し
や
す
い
よ
う
、

従
来
の
照
明
を
１
割
ほ
ど
ミ
ッ
ク
ス
さ
せ
て

い
る
。「
明
か
り
は
五
感
で
感
じ
る
も
の
。
そ

の
モ
デ
ル
を
こ
こ
か
ら
発
信
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
」。

　

商
談
室
は
わ
ず
か
40
Ｗ
。
し
か
し
、
明
る

さ
に
不
足
は
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
気
持

ち
が
ほ
っ
と
落
ち
着
く
。「
L
E
D
は
暗
い
と

い
う
思
い
込
み
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
レ
ー

ザ
ー
ビ
ー
ム
の
よ
う
に
ま
っ
す
ぐ
光
が
飛
ぶ

の
で
、
光
源
の
下
は
想
像
以
上
に
明
る
い
ん

で
す
。
ち
ら
つ
か
な
い
、
紫
外
線
を
ほ
と
ん

ど
出
さ
な
い
、
素
材
は
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な

ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
イ
ト
な
ど
。
次
世
代
の
明
か

り
と
し
て
の
魅
力
を
存
分
に
持
っ
て
ま
す
ね
」。

　

そ
の
特
徴
を
考
え
る
と
、
オ
フ
ィ
ス
は
も

ち
ろ
ん
、
博
物
館
、
食
品
･
薬
品
･
化
粧
品

工
場
、
病
院
な
ど
へ
の
導
入
が
検
討
さ
れ
て

い
る
の
も
納
得
が
い
く
。
家
庭
で
あ
れ
ば
、

ま
ず
手
始
め
に
、
廊
下
や
ト
イ
レ
に
お
す
す

め
。
点
け
っ
ぱ
な
し
て
も
消
費
電
力
は
低
く
、

防
犯
灯
代
わ
り
に
も
な
る
。

　

太
陽
光
発
電
も
完
備
し
た
建
物
は
、
イ
ン

テ
リ
ア
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
風
合
い
か
ら
も
、

瀟
洒
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
マ
ン
シ
ョ
ン
を
思
わ

せ
る
。「
無
理
な
く
省
エ
ネ
が
で
き
、
し
か
も

快
適
に
仕
事
が
で
き
た
り
、
暮
ら
し
環
境
を

楽
し
ん
だ
り
で
き
る
」
と
話
す
宗
廣
社
長
の

視
線
の
先
に
は
、
屋
上
庭
園
が
。「
最
も
身
近

な
ス
タ
ッ
フ
と
働
き
や
す
い
環
境
を
共
有
し

て
い
ま
す
」。
究
極
の
エ
コ
社
屋
に
は
、
人
の

温
も
り
が
溢
れ
て
い
た
。

株式会社 エコリカ
０６・６６３０・３３０１
〒556-0001 大阪市浪

速区下寺1-6 -7 ht tp://
www.ecorica.jp


